
外来受付時間・担当医師予定（1／1～）

日月 火 水 木 金
中尾友宣 中尾友宣

澤村一司

大土広将　渡部　亮

岩本康夫

武吉健児 沼田由紀夫

文　鐘玉 佐藤忠宏

土
当番医

須山　聡（第１・３週）
（児童思春期）

【米沢駅前クリニック】

午前9:00～11:30

午後3:00～4:30
専門外来 予約制
午前9:00～11:30

※各施設担当医師については変更になる場合もありますのでご確認ください。
※診療及び、各種お手続等に関するご相談・お問い合わせは以下の各病院、医療福祉相談室で受付けいたします。
　■佐藤病院▶TEL.0238-40-3170㈹　■若宮病院▶TEL.023-643-8222㈹　■米沢こころの病院▶TEL.0238-27-0506㈹
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診療情報（平成30年度）
【若宮病院】 10月 11月 12月
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数153床】
入院件数
（うち、措置・応急入院件数）
退院件数
平均在院日数

1日平均
（うち、時間外外来受診件数）月件数

1日平均
月件数
月件数
月件数

平均

（うち、救急病棟平均在院日数）

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数156床】
入院件数
（うち、措置・応急入院件数）
退院件数
平均在院日数
（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均
月件数
月件数
月件数

10月 11月 12月 平均

（うち、時間外外来受診件数）月件数
80.0
13
142.4
42
3
38
110.4
81.1

83.1
13
142.6
33
1
37
122.3
94.6

88.9
14
142.4
40
1
33
120.9
100.5

84.0
13.3
142.5
38.3
1.7
36.0
117.9
92.1

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数108床】
入院件数
（うち、措置・応急入院件数）
退院件数
平均在院日数
（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均
月件数
月件数
月件数

10月 11月 12月 平均

（うち、時間外外来受診件数）月件数
50.7
10
94.3
23
3
26
102.8
-

52.0
10
92.9
21
0
26
111.8
-

52.9
10
90.2
26
1
24
107.6
-

51.9
10.0
92.5
23.3
1.3
25.3
107.4
0.0

88.7
10
142.7
26
4
28
145.2
67.2

85.4
10
137.7
29
1
34
142.7
64.1

81.0
12
139.7
30
2
27
139.7
65.7

85.0
10.7
140.0
28.3
2.3
29.7
142.5
65.7
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公徳会　広報誌 No.47こうとく

記載内容につきまして、ご意見・ご質問・ご感想等ございましたら、
下記までご連絡ください。

・愛のある医療
・良識に基づいた医療
・公正、公平な医療

理　　念

基本方針
・良質な医療の提供につとめます
・患者さま、利用者さま中心の医療
　を行います
・地域に立脚した医療を行います
・安全で安心と満足の得られる医療
　を提供します
・保健、医療、福祉の幅広い視点に
　立って健康を考えます

Vol.47

2019. 1

特集

シリーズ

新年特集
米沢こころの病院
精神科救急入院料１（スーパー救急）病棟

健康情報
日本精神科看護協会　認定看護師

日月 火 水 木 金
川合厚子（内科） 川合厚子（内科） 柏倉祐司（循環器） 川合厚子（内科）　柏倉祐司（循環器）

川合厚子（専門外来）

川合厚子（専門外来）
土

【トータルヘルスクリニック】

午前8:30～11:30
内科 予約制
午後2:30～4:00

日月 火 水 木 金
阿部詔子　奥山有里子 阿部詔子　阿部　淳 長谷川朝穂　日向正光 田中　武　岡村未央

石井玄樹 日向正光　奥山有里子

日向正光　石井玄樹
阿部　淳（第1・3・5週）
永田真一
阿部美緒（第2・4週）

奥山有里子　石井玄樹

成重竜一郎（児童思春期）成重竜一郎（児童思春期）田中　武（依存症）永田真一（児童思春期）

成重竜一郎（児童思春期）成重竜一郎（児童思春期） 岡村未央（児童思春期） 阿部詔子（もの忘れ）
岡村未央（児童思春期）

長谷川朝穂（うつ）

土
長谷川朝穂　日向正光

【若宮病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

表紙写真
「梅のつぼみ」／松田顕治

日月 火 水 木 金
御供正明　大土広将 御供正明　竹内幸宏

大土広将　山本裕史
安田篤史

御共正明　中尾友宣
計見一雄　山本裕史
安田篤史

山本裕史　中尾友宣

竹内幸宏

山本裕史　中尾友宣

安田篤史 竹内幸宏

土
【米沢こころの病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

御供正明（ストレス） 中尾友宣（もの忘れ）

成重竜一郎（児童思春期）山本裕史（依存症）

竹内幸宏（ストレス）

日月 火 水 木 金 土
佐藤忠宏　沼田由紀夫 文　鐘玉　澤村一司

計見一雄 佐藤忠宏　武吉健児 沼田由紀夫　文　鐘玉 澤村一司　渡部　亮

武吉健児 岩本康夫 薛　陸景 薛　陸景岩本康夫

武吉健児（ひきこもり）

沼田由紀夫（アルコール） 文　鐘玉（もの忘れ）

岩本康夫（依存症）

【佐藤病院】

午前8:30～11:30

午前
8:30～11:30
午後
2:00～4:00

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

齋藤卓弥（隔週）（児童思春期）
須山　聡（隔週）（児童思春期）
薛　陸景（食べ過ぎ・肥満）

澤村一司（ストレス）
渡部　亮（発達障害）



平成31年

新
年
顔
合
わ
せ
会

１
月
４
日
㈮
、
こ
の
日
恒
例
の
新
年
顔
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
、
佐
藤
理
事
長
よ
り
職
員
に
向
け
て
年
頭
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
を
迎
え
ら
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
永
田
先
生
、
今
年
か
ら

石
井
先
生
が
入
職
な
さ
い
ま
す
。
若
宮

病
院
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
法

人
に
と
っ
て
大
き
な
戦
力
に
な
る
事
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
法
人
は
創
立
以
来
40
周
年
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
度
は
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院

を
設
立
し
、
以
後
順
調
に
推
移
し
今
年

か
ら
１
病
棟
が
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
毎
年
、
皆
さ
ん
の
努
力

に
よ
り
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
一
本
調
子
に
拡
大
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
世
界
が
、
医

療
が
、
福
祉
が
ど
ん
な
方
向
に
向
か
う

の
か
、
組
織
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
る
時
期
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
速
度
を
止
め
る
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
状
況
に
変

化
に
即
し
た
対
応
を
す
る
と
い
う
事
で

す
。
少
子
高
齢
化
で
人
口
が
地
方
ほ
ど

減
少
し
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
患
者

さ
ん
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
老

人
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
現
状
に
満
足

し
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
置
い
て
行
か

れ
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
次
の
手
を

常
に
意
識
し
て
運
営
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
事
業
を
見
直
す
と
い
う

意
味
だ
け
で
な
く
組
織
運
営
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
と
も
す
る

と
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
疑
問
を
感
じ
な
い
、

変
え
よ
う
と
す
る
努
力
も
し
な
い
。
そ

れ
が
衰
退
す
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
創
造
的
な
新
し
い
こ
と
を
提

案
す
る
風
土
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
が
な
い
と
組
織
に
貢
献

し
よ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
も
同
じ
事
を
云
い

ま
し
た
が
、
実
現
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
こ
そ
は
本
気
で
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
早
い
時
期
に
佐
藤
病
院
で
は

病
院
機
能
評
価
の
受
審
が
あ
り
ま
す
。

病
院
を
も
う
一
度
見
直
す
事
、
職
員
が

一
体
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
で
帰
属
意

識
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
法
人
に
対
し
て
の
外
部
監
査
が

あ
り
ま
す
。
様
々
な
角
度
か
ら
組
織
を

再
点
検
し
て
社
会
医
療
法
人
の
原
点
を

再
認
識
す
る
機
会
に
し
ま
す
。

　

当
法
人
は
大
変
若
い
人
の
多
い
職
場

で
す
。
若
い
人
を
育
て
、
成
長
さ
せ
る

事
が
組
織
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
分
野
で
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
是
非

法
人
の
活
力
を
高
め
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
代
表
と
し
て
、今
年
年
男
の
若
宮

病
院
作
業
療
法
室
の
田
中
忍
さ
ん
が

「『
選
ば
れ
る
病
院
、施
設
』に
な
る
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
い
、フ
ォ

ロ
ー
し
て
目
的
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

【一言】
自分の医師としての理想が詰まった、
この若宮病院に入職させて頂いたから
には、持てる限りの力と研修医のフッ
トワークで、笑顔を絶やさず勤めて参
ります。どうぞ皆様のご指導を賜りま
すよう、お願い申しあげます。

①所属▶若宮病院
②診療科目▶精神科
③出身地▶東京都
④趣味特技▼
　家族サービス、
　ヤングアメリカンズ、
　空手など

　

平
成
30
年
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に

南
陽
市
宮
内
地
区
に
て
行
わ
れ
た
「
第

39
回
菊
と
市
民
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に
、

地
域
活
動
委
員
会
を
中
心
に
職
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
利
用
者
さ
ま
の
参
加
等

多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
、
約
70
名
で
出

場
し
ま
し
た
。
当
日
は
近
年
に
な
い
小

春
日
和
と
な
り
多
く
の
市
民
が
見
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
出
場
テ
ー
マ
は

「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ…

仲
間
た
ち
と
共

に
姫
を
救
い
出
せ
」
で
、
参
加
者
が
マ

リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装
し
て

D
A
 PA
M
P

の
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
を
踊
り
な

が
ら
行
進
し
ま
し
た
。
４
カ
所
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
沿
道
の
お
子
様
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
姫
を
助
け
出
す

為
に
、
ク
ッ
パ
や
キ
ラ
ー
等
の
的
め
が

け
て
、
ボ
ー
ル
を
蹴
る
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
行
い
、
皆
様
と
大
変
盛
り
上
が

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
審
査
の
結
果

と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
「
敢
闘
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　

平
成
30
年
度

の
国
民
体
育
大

会
は
、
福
井
県

に
お
い
て
９
月

29
日
〜
10
月
９

日
に
「
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国

体
」
と
し
て
開

催
さ
れ
、
ド
ミ

ー
ル
南
陽
職
員

の
山
本
京
子
選

手
が
弓
道
成
年
女
子
（
近
的･

遠
的
）

に
出
場
し
ま
し
た
。
遠
的
競
技
は
台
風

25
号
の
影
響
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
競
技
規
則
に
よ

り
、
予
選
通
過
８
チ
ー
ム
す
べ
て
が
１

位
と
な
り
、
予
選
５
位
だ
っ
た
山
形
県

チ
ー
ム
も
初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
山

本
さ
ん
は
予
選
で
４
射
全
て
を
的
に
あ

て
27
点
を
獲
得
し
チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
高
校
時
代
に
弓
道
部
に

入
部
、
そ
の
後
息
子
さ
ん
が
弓
道
を
始

め
た
の
を
き
っ

か
け
に
再
開
し

現
在
に
至
り
、

今
年
は
３
年
ぶ

り
７
回
目
の
出

場
で
し
た
。
介

護
の
現
場
で
交

代
勤
務
を
こ
な

し
な
が
ら
、
週

２
回
の
練
習
に

励
み
今
回
の
優

勝
を
つ
か
み
ま
し
た
。「
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
勝
ち
進
ん
で
結
果
を
残
し
た

か
っ
た
」
と
い
う
本
音
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
次
へ
繋
が
る
活
躍
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
思
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
㈭

公
徳
会
で
は
禁

煙
対
策
委
員
会

が
主
催
と
な
り

救
命
救
急
に
つ

い
て
職
員
研
修

会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
は

「
と
げ
ぬ
き
地

蔵
」
で
知
ら
れ

る
東
京
・
巣
鴨

の
曹
洞
宗
高
岩
寺
の
住
職
で
医
師
で
も

あ
り
ま
す
来
馬
昭
規
先
生
で
す
。
喫
煙

に
よ
る
動
脈
硬
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
い
た
後
、
先
生
と
日
医
大
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
４
名
に
よ
る
救
命
救

急
の
実
技
研
修

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た

職
員
は
真
剣
に

時
に
は
笑
顔
で

受
講
し
日
医
大

よ
り
研
修
修
了

証
を
頂
き
ま
し

た
。
日
頃
か
ら

の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
重
要
性
を

実
感
し
た
研
修

会
で
し
た
。

T o p i c s
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心
肺
蘇
生
研
修
会

山
本
選
手
の
活
躍

第
39
回
菊
と
市
民
の

カ
ー
ニ
バ
ル

新Dｒの紹介 永田　真一先生



明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
元
気
で

　
頑
張
り
ま
す

写
真
は
「
亥
年
」、
年
男
・
年
女
に
該
当
す
る
職
員
で
す

若宮病院　かけはしデイケア
若者プログラム　WAKKA   夢、希望を叶えるデイケアへ

T o p i c s

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　
か
け
は
し
デ
イ
ケ
ア

祝 

４
連
覇
！　
第
17
回
山
形
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会『
優
勝
』

　

９
月
29
日
㈯
に
天
童
市
に
て
第
17
回

山
形
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
初
の
３
連
覇
を
果
た
し
、
４
連
覇

を
か
け
た
今
大
会
。
９
月
に
新
加
入
し

た
選
手
も
い
る
中
で
練
習
不
足
や
意
思

疎
通
の
部
分
で
不
安
を
抱
え
た
中
で
の

参
加
で
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
１
回
戦
を
勝
ち
上
が

っ
て
き
た
強
豪
チ
ー
ム
で
し
た
が
得
意

と
す
る
シ
ョ
ッ
ト
で
先
制
し
勢
い
そ
の

ま
ま
に
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
０
で

決
勝
戦
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
サ
ー
ブ
で
の
連
続
得
点
で

優
位
な
展
開
と
な
り
１
セ
ッ
ト
目
を
先

取
。
続
く
２
セ
ッ
ト
目
で
は
疲
労
か
ら

ミ
ス
が
目
立
ち
終
盤
ま
で
競
っ
た
試
合

展
開
と
な
り
ま
し
た
が
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
戦
い
ぬ
く
こ
と
が
出
来
、
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
０
で
勝
利
し
４
連
覇

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

が
光
り
コ
ー
ト
内
の
選
手
は
も
ち
ろ
ん

控
え
選
手
も
ベ
ン
チ
か
ら
大
き
な
声
援

を
送
り
互
い
に
励
ま
し
合
う
様
子
が
印

象
的
で
し
た
。

　

次
年
度
、
春
頃
に
福
島
県
に
て
開
催

さ
れ
る
東
北
大

会
で
は
１
回
戦

勝
利
を
目
指
し

て
日
々
の
練
習

に
励
ん
で
行
き

ま
す
。
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　平成30年９月より若者デイケアWAKKAが始動致しました。プログラムは、SST、SCIT（対人関係の練
習）、運動療法（フットサル、縄跳び等）。通常のプログラム以外にも散策後のランチや山登り、TPOに合
わせたお化粧講座（ビューティー女子）などを計画しています。
　人と関わり、楽しいと感じることで目標への意欲が高まり、次のステップへ進めると考えています。利
用者様からは「俺も自信持っていいんだ」「皆の言葉に勇気付けられた」との声が聞かれます。自主性を育
み、共に歩み、共に支え合い、共に挑戦し、そして辛くなった時に戻ってこれるデイケアを目指し活動し
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　同じ年代だからこそ、共感できる悩みや共通の体験を通して、今後の自分を見つめてみませんか？
※通所開始時点で20歳～49歳までを対象としたデイケアになります。WAKKA
　利用期間は原則３年。（若者デイケアは火、木、金の開催となります）
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１
病
棟
は
当
初
か
ら
精
神
科
ス
ー

パ
ー
救
急
病
棟
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

「
精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
」
と
は

精
神
科
病
院
の
中
で
医
師
・
看
護
師
な

ど
が
最
も
手
厚
く
配
置
さ
れ
て
お
り
、 

病
棟
の
半
数
は
快
適
な
個
室
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
質
の
高
い

集
中
的
な
医
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
、

患
者
さ
ま
に
よ
り
早
く
元
の
生
活
に

戻
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
早
期
の
退
院
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
の
入
院

料
は
精
神
科
の
入
院
料
の
中
で
最
上
位

の
施
設
基
準
で
あ
る
た
め
、
人
員
配

置
・
設
備
・
医
療
水
準
と
も
に
以
下
の

よ
う
な
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
を

め
ざ
し
て

・
当
該
病
院
が
精
神
科
救
急
医
療
シ

　

ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
る
こ
と

・
精
神
保
健
指
定
医
が
常
勤
で
５
名

　

以
上
で
あ
る
こ
と

・
当
該
病
棟
に
精
神
保
健
福
祉
士
が

　

常
勤
で
２
名
以
上
で
あ
る
こ
と

・
病
床
の
半
分
以
上
が
個
室
（
保
護

　

室
含
む
）
で
あ
る
こ
と

・
精
神
疾
患
に
係
る
時
間
外
・
休
日

　

又
は
深
夜
に
お
け
る
診
療
件
数
が

　

40
件
（
置
賜
圏
域
）
以
上
で
あ
る

　

こ
と

・
当
該
病
棟
の
年
間
の
新
規
患
者
の

　

う
ち
６
割
以
上
が
措
置
・
緊
急
措

　

置
・
医
療
保
護
・
応
急
・
鑑
定
・
医
療

　

観
察
法
に
係
る
入
院
で
あ
る
こ
と

・
地
域
（
置
賜
圏
域
）
に
お
け
る
１

　

年
間
の
措
置
・
緊
急
措
置
・
応
急

　

入
院
に
か
か
る
新
規
患
者
を
４
分

　

の
１
以
上
当
該
病
棟
で
受
け
入
れ

　

て
い
る
こ
と

・
医
療
保
護
及
び
任
意
入
院
の
新
規

　

患
者
の
う
ち
６
割
以
上
が
入
院
日

　

か
ら
起
算
し
て
３
ケ
月
以
内
に
退

　

院
し
、
在
宅
へ
移
行
す
る
こ
と

「
精
神
科
救
急
入
院
料
１（
ス
ー
パ
ー
救
急
）病
棟
」ス
タ
ー
ト

〜
質
の
高
い
治
療
・
看
護
技
術
を
も
っ
て　
短
期
入
院
治
療
を
目
指
し
ま
す
〜

　

平
成
28
年
度
に
米
沢
市
立
病
院
の

精
神
科
閉
鎖
に
伴
い
、
米
沢
市
の
精

神
科
医
療
確
保
の
観
点
か
ら
、
米
沢

市
立
病
院
と
社
会
医
療
法
人
公
徳
会

が
精
神
病
床
の
再
編
統
合
と
い
う
形

で
、
幣
法
人
で
３
つ
目
の
病
院
と
し

て
米
沢
市
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
内
に
新

規
病
院
「
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
」
を

開
設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
米

沢
こ
こ
ろ
の
病
院
は
総
合
病
院
と
精

神
科
単
科
の
病
院
を
機
能
分
化
し
、

地
域
の
精
神
科
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
た
め
に
、
平
成
29
年
６
月
に

外
来
診
療
・
２
病
棟
（
60
床
）
を

オ
ー
プ
ン
し
、
翌
７
月
に
１
病
棟
（
48

床
）
を
稼
働
し
、
全
１
０
８
床
で
フ

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

正面右が外来棟入り口、左が病棟

米沢こころの病院
精神科救急入院料１（スーパー救急）病棟スタート

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
精
神
科
デ
イ
ケ

ア
は
平
成
30
年
１
月
９
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
10
名
程

の
登
録
者
で
し
た
が
、
現
在
は
40
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。
定
員
は
50
名
で
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
（
９
時
30
時
〜
15
時
30

分
）
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
医
師
・
看
護
師
・
精
神
保
健

福
祉
士
・
作
業
療
法
士
・
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
前
に
広
報
誌
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
掲
載
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
一

か
ら
の
立
ち
上
げ
で
毎
日
手
探
り
状
態

で
し
た
が
、
活
動
の
中
で
徐
々
に
課
題

が
見
つ
か
り
、「
か
け
は
し
こ
こ
ろ
デ
イ

ケ
ア
」
の
特
色
を
出
そ
う
と
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
年
齢
層
が
幅
広

く
、
現
在
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
活
動
は

利
用
者
さ
ま
全

員
で
取
り
組
む

集
団
で
の
活
動

と
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
の
大
き

く
二
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

集
団
で
の
活
動

で
は
様
々
な
年

代
の
方
で
も
楽

し
め
、
活
動
の

中
で
人
付
き
合

い
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
は
目
標
や
年
齢
に
合
わ
せ
て
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
さ
ま
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
目
標
や
課
題
を
達
成
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
そ
の
都
度
ス
タ
ッ
フ
間
で
検

討
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
労
に
向

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
グ
ル
ー
プ
活
動
の

中
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
個
人
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
ス
ト
レ
ス
等
に
よ

る
不
調
の
た
め
社
会
復
帰
に
不
安
が
あ

る
方
へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
月
１

回
程
度
季
節
感
や
楽
し
み
を
味
わ
え
る

よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
11
月
か
ら
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
手
芸
の
時
間
を
設
け
て
い

ま
す
。
自
分
の
趣
味
の
時
間
で
も
あ
り

編
み
物
や
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

を
す
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最

近
１
０
０
円
均
一
店
や
手
芸
店
で
も

コ
ー
ナ
ー
が
作
ら
れ
て
い
る
レ
ジ
ン
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
年
齢
問
わ
ず
参
加
で
き
、
思
い
思

い
の
デ
ザ
イ
ン
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
等
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
商
品
化
で
き
る
の
で
は
⁈
と
い
う

完
成
度
の
高
い
商
品
や
発
想
が
豊
か
な

作
品
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
う
が
驚

く
こ
と
が
多
く
、
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
か
け
は
し
こ
こ
ろ
デ
イ
ケ
ア
」
は

病
院
に
隣
接
し
て
い
る
デ
イ
ケ
ア
を
強

み
に
し
、
病
状
の
悪
化
を
早
期
発
見
し

早
期
治
療
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
今
後

も
利
用
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
人

ら
し
く
、
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う

な
「
か
け
は
し
こ
こ
ろ
デ
イ
ケ
ア
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

１
年
を
経
過
し
て

早
期
発
見
、
早
期
治
療

部
署
紹
介
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
（
か
け
は
し
こ
こ
ろ
）

レジンアクセサリー

一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく



特  集

　

１
病
棟
は
開
院
以
来
順
調
に
推
移
し
、

こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
見
込
み
と
な

り
、
当
初
の
計
画
よ
り
２
か
月
前
倒
し

の
、
平
成
29
年
９
月
よ
り
統
計
期
間

（
１
年
間
）
を
開
始
、
平
成
30
年
４
月

よ
り
ス
ー
パ
ー
救
急
の
前
段
階
の
精
神

科
急
性
期
治
療
病
棟
と
な
り
、
平
成
30

年
９
月
よ
り
救
急
病
棟
１
の
試
行
期
間

（
４
か
月
）
が
開
始
さ
れ
、
平
成
31
年

１
月
よ
り
精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟

１
が
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
は
山
形

県
内
で
５
病
院
目
と
な
り
、
幣
法
人
内

３
病
院
に
全
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
の
精
神
科
医
療
の
課
題

で
あ
る
「
入
院
か
ら
地
域
へ
の
移
行
」
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が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
、
精
神
科
ス

ー
パ
ー
救
急
病
棟
は
国
の
方
針
で
長
期

入
院
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
関
す

る
報
告
書
の
中
で
、
新
規
入
院
患
者
が

１
年
以
内
に
退
院
で
き
る
よ
う
な
医
療

体
制
や
、
退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の

整
備
を
進
め
る
方
向
性
に
合
う
も
の
で

す
。
内
科
や
外
科
な
ど
の
一
般
科
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
精
神
科
も
急
性
期

か
療
養
型
か
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
の
特
徴
は
置
賜

地
区
最
大
の
市
で
あ
る
米
沢
市
の
医
療

機
関
と
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。
米
沢
市

立
病
院
と
は
身
体
合
併
症
の
患
者
さ
ま

の
身
体
面
は
市
立
病
院
で
、
精
神
面
で

の
診
療
は
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
で
と
協

力
体
制
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
週
１
回

の
お
互
い
の
医
師
同
士
の
派
遣
や
、
リ

エ
ゾ
ン
と
し
て
の
看
護
師
・
相
談
員
の

交
流
、
事
務
方
を
含
め
た
連
携
会
議
の

定
期
的
な
開
催
な
ど
関
係
は
よ
り
強
固

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
米
沢
市
内
の

他
医
療
機
関
や
関
係
機
関
と
の
連
携
も

徐
々
に
図
ら
れ
、
米
沢
市
に
根
付
い
た

病
院
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
病
棟
に
勤
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
数

は
平
成
30
年
12
月
現
在
、
看
護
師
24
名
、

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
２
名
の
計
26
名
で
す
。

病
棟
は
広
い
病
室
面
積
を
有
し
、
こ
れ

か
ら
の
医
療
情
勢
を
見
据
え
、
あ
ら
ゆ

る
基
準
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
48
床
中
個
室
が
24
床

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
治
療

環
境
の
整
っ
た
病
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
が
入
院
さ
れ
て
か
ら
は
、

主
治
医
の
治
療
方
針
を
確
認
し
、
病
院

内
ス
タ
ッ
フ
（
主
治
医
、
看
護
師
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
、
介
護

福
祉
士
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
等
）
で
頻
回

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る
こ
と
で

情
報
の
共
有
を
図
り
、
各
人
に
合
っ
た

質
の
高
い
治
療
環
境
の
提
供
を
目
指
し
、

各
職
種
が
専
門
性
を
持
っ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
担
当
看
護
師

が
中
心
と
な
っ
て
入
院
生
活
全
般
や
今

後
の
生
活
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
精

神
保
健
福
祉
士
は
退
院
後
の
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
業
務
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
作
業
療
法
士
は
趣
味
や

年
齢
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
気
分
転
換

や
対
人
関
係
の
援
助
を
行
い
、
多
職
種

で
患
者
さ
ま
が
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

取
り
戻
し
、
安
心
し
て
過
ご
し
て
頂
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
と
並
行
し
、
病
院
外
の
多
職

種
の
関
係
者
と
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
地
域
内
へ
移
行
す
る
際
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
ど
ん
な
支
援
が
必

要
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
３
ヶ

月
以
内
で
の
退
院
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
１
病
棟
は
開
院

後
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
精
神
科
救

急
に
対
応
し
た
体
制
作
り
に
努
め
、
地

域
に
密
着
し
た
病
院
に
な
っ
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

順
調
に
基
準
を
ク
リ
ア

計
画
よ
り
も
早
い
オ
ー
プ
ン

地
域
移
行
に
向
け

多
職
種
で
支
援

女
性
職
員
の
活
躍
に
つ
い
て

ほ
ぼ
半
分

（
課
長
級
相

当
以
上
）を

占
め
る
結
果

と
な
り
ま
し

た
。
活
躍
で

き
る
場
が
あ

り
、
現
に
活

躍
し
て
い
る

女
性
職
員
が

多
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

一
方
、
新
卒
者
の
離
職
率
（
表
❸
）

は
今
上
半
期
ま
で
の
約
５
年
間
で
６
％

（
入
職
３
年
以
内
、
83
名
中
５
名
（
女

性
５
名
、
男
性
０
名
））
と
低
く
、
ほ
と

ん
ど
が
結
婚
退
職
等
や
む
を
得
な
い
理

由
で
す
。
法
人
が
推
進
し
て
い
る
正
職

員
登
用
制
度
も
有
期
契
約
か
ら
正
職
員

に
な
っ
た
職
員
数
が
こ
の
６
年
間
で
31

名
に
上
り
う
ち
女
性
が
７
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
夏
祭
り
開
催
の
ご

協
力
を
始
め
長
年
地
域
の
皆
様
に
ご
支

援
を
頂
き
な
が
ら
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ

と
が
大
き
な
支
え
と
な
り
、
法
人
と
し

て
も
少
し
ず
つ
大
事
な
も
の
を
積
上
げ

て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

正
職
員
の
平

均
年
齢
が
37
歳

と
若
く
活
力
が

あ
り
、
職
場
結

婚
も
多
く
職
員

同
士
の
理
解
が

深
め
ら
れ
る
環

境
に
あ
る
と
言

え
る
中
、
具
体

例
と
し
て
３
病

院
そ
れ
ぞ
れ
に

院
内
保
育
所

（
南
陽
市
、
山
形
市
、
米
沢
市
）
を
設
営

し
産
休
・
育
休
者
等
に
も
厚
く
体
制
整

備
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
も
結
果
に

反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
残
業

時
間
等
も
少
な
い
ほ
う
と
の
こ
と
で
、

今
後
も
比
較
優
位
項
目
を
増
や
し
な
が

ら
、
女
性
職
員
は
じ
め
全
職
員
が
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
な
る
よ
う
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
女

性
活
躍
推
進
法
」
の
分
析
結
果
に
よ
る

と
、
当
法
人
は
毎
年
度
「
女
性
の
活
躍

が
比
較
的
進
ん
で
い
る
企
業
」
に
位
置

付
け
ら
れ
、
女
性
職
員
の
活
躍
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
途
を
含
む
採
用
者
の
う
ち
女
性
割

合
は
毎
年
度
６
〜
７
割
を
占
め
（
グ
ラ

フ
❶
）、
平
均
勤
続
年
数
も
男
女
差
が
無

く
（
表
❷
）、
管
理
者
に
占
め
る
割
合
も

女
性
職
員
活
躍
中

（
分
析
結
果
）

今
後
も
よ
り
良
い

職
場
環
境
づ
く
り
へ

女性活躍推進法に基づく当法人の分析結果

女性活躍推進法に基づく当法人の分析結果

年　度

女　性
（新卒）

男　性
合　計
率

（22）
0（14）
０（8）
0（22）
0

29年度
（20）
1（13）
０（7）
0（20）
5.0

30年度
（12）
２（６）
０（６）
２（12）
16.7

26年度
（13）
1（９）
０（４）
1（13）
7.7

27年度
（16）
１（13）
０（３）
１（16）
6.3

28年度
（83）
5（55）
０（28）
5（83）
6.3

５年計
新卒者離職率（人、％）
30年度は上半期まで
＊理由：再入学、結婚、
　帰省（親の世話）、進
　路変更

❶採用した労働者に占める女性労働者の割合（中途採用含む）

31年１月１日現在　職員数927名

分析の結果、引き続き当法人は「女性の活躍が比較的進ん
でいる企業」となりましたので、その一部をご紹介いたし
ます。

29年度

59.0％

女性男性

30年度

70.7％

女性男性

28年度

70.8％

女性男性

❷男女の平均勤続年数の差異

正職員
女性の平均勤続年数 ア
男性の平均勤続年数 イ
男女の差異 ア／イ
判定（70％以上）

2８年度
嘱　託 パート 正職員

29年度
嘱　託 パート

10.4
10.7
97.2
○

14.2
11.9
119.3
（○）

11.5
8.9
129.2
（○）

10.7
11.2
95.5
○

17.5
19.4
90.2
（○）

10.6
9.3
114.0
（○）

（有期契約者：対象5年以上〔対象者 増加〕）（年、％）

❸参考資料
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
こ
そ
は

幾
多
の
ス
ト
レ
ス
の
種
、
そ
し
て
迫
り

来
る
更
年
期
の
嵐
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と

な
く
心
穏
や
か
に
一
年
を
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
私
で
す
。

　

と
は
い
う
も
の
の
山
形
の
四
季
は
大

変
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
作
物

の
実
り
に
も
大
き
な
恩
恵
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
生
身
の
人
間
と
し
て
は
非

常
に
堪
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
自
然
の

変
化
は
容
赦
な
く
、
雑
多
な
日
々
は
終

わ
り
な
く
・
・
、
そ
ん
な
毎
日
を
送
っ

て
い
る
と
、
と
き
に

き
た
い

気
滞
が
や
っ
て
き

ま
す
。

気
滞
と
は
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
い

状
態
を
表
す
漢
方
独
特
の
概
念
で
す
。

　
「
気
」
は
「
元
気
」「
気
が
晴
れ
る
」

な
ど
の
言
葉
に
通
じ
ま
す
が
、
体
や
精

神
を
健
康
に
保
つ
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
指
し
ま
す
。

　
「
気
」
が
足
り
な
い
の
が
「
気
虚
」、

「
気
」
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
も

の
が
「
気
滞
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
停
滞

で
す
。

　

こ
れ
ら
気
滞
症
状
を
改
善
す
る
の
が

り　

き
理
気
で
あ
り
、
う
ま
く
巡
ら
な
く
な
っ

た
気
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
し

ま
す

　

理
気
を
行
う
薬
を
理
気
薬
と
言
い
、

代
表
的
な
生
薬
は

な
ど
で
、
臨
床
で
は
こ
れ
ら
を
含
む
漢

方
製
剤
が
処
方
さ
れ
ま
す
。

　

理
気
薬
の
特
徴
と
し
て
は
比
較
的
、

香
り
が
強
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

紫
蘇
葉
は
食
用
で
も
使
わ
れ
る
シ
ソ

の
葉
っ
ぱ
で
す
し
、
陳
皮
は
ミ
カ
ン
の

皮
、
桂
皮
は
シ
ナ
モ
ン
、
枳
実
は
ミ
カ

ン
科
植
物
の
若
い
果
実
、
さ
ら
に
薄
荷

は
フ
リ
ス
ク
や
メ
ン
ト
ス
な
ど
に
含
ま

れ
る
ミ
ン
ト
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
不
調
を

防
ぐ
に
は
、
ま
ず
、〝
気
〞
を

め
ぐ
ら
せ
て
滞
り
を
解
消
す

る
こ
と
。

薬
の
豆
知
識

理
気
薬
の
特
徴

き
た
い

気
滞
っ
て
何
？

認 定 看 護 師
日本精神科看護協会シリーズ

く
だ
さ
い
。
月
曜
日
の
朝
は
、
前
日
ま

で
の
遊
び
の
疲
れ
か
ら
「
学
校
（
仕

事
）
に
行
き
た
く
な
い
〜
」
と
か
「
も

う
少
し
休
み
が
欲
し
い
な
〜
」
と
思
う

人
が
大
半
を
占
め
る
と
思
い
ま
す
。
逆

に
休
日
の
前
日
は
「
こ
れ
が
終
わ
れ
ば

楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
ぞ
」
と
か

「
や
っ
と
ゆ
っ
く
り
で
き
る
」
な
ど
と

元
気
に
な
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
個
人
の
快
い
に
繋
が
る
も

の
が
そ
の
先
に
あ
る
か
否
か
と
い
う
部

分
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
程
度
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
①
動

機
を
与
え
る
こ
と
。
動
機
付
け
。
②
意

欲
・
や
る
気
、
ま
た
は
動
因
・
刺
激
と

も
言
わ
れ
、
人
間
の
行
動
が
い
か
に
し

て
始
動
し
、
方
向
づ
け
ら
れ
、
維
持
さ

れ
停
止
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
こ
れ

ら
が
進
行
す
る
過
程
で
ど
の
よ
う
な
反

応
が
内
部
に
生
起
す
る
の
か
を
説
明
す

る
の
に
考
え
ら
れ
た
概
念
に
な
り
ま

す
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
職
場
に
お
い

て
は
非
常
に
重
要
な
問
題
点
と
な
り
、

離
職
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
部
分
で

あ
る
一
方
、
う
ま
く
保
つ
事
が
で
き
る

と
、
社
会
的
生
産
性
、
云
わ
ば
仕
事
の

効
率
や
能
力
が
あ
が
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
職
場
の
人
間
関
係

や
風
土
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
上
司
や

部
下
、
あ
る
い
は
同
僚
の
関
係
性
が
良

好
で
あ
れ
ば
、
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
高
ま
る
方
向
へ
繋
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

で
は
、
個
々
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
け
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
？

　

気
分
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
意
欲
が
湧

い
て
こ
な
か
っ
た
り
し
た
時
の
自
分
を

客
観
的
に
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

表
情
は
暗
く
、
姿
勢
も
猫
背
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
ん

な
時
に
、大
き

な
声
を
出
し
て
み
た

り
歌
を
歌
っ
た
り
、

あ
る
い
は
鏡
の
前

で
、
笑
顔
を
作
っ

て
み
る
と
、
今

日
も
頑
張
ろ
う

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
っ
て
来
る

は
ず
で
す
。モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
長
時
間
持
続
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
困
難
で
も
、
頭
の
中
を
ス
ッ
キ

リ
さ
せ
た
り
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

冬
に
な
る
と
特
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
互
い

に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
合
っ
て
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

普
段
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
、
や
る

気
が
起
き
な
い
、
意
欲
が
わ
か
な
い
、

面
倒
く
さ
く
て
何
も

し
た
く
な
い
な
ん
て

い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
日
々
の
生
活
や

仕
事
が
当
た
り
前
す

ぎ
る
た
め
、
そ
の
結
果
活
路
が
見
い
だ

せ
ず
起
こ
る
現
象
に
な
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
目
標
を
立
て

て
実
行
に
移
す
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
た
と
え
１
日
の
短
期
目
標
を
作
っ

て
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
と
い
え

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
１
週
間
を
想
像
し
て
み
て

佐藤病院　薬剤科　横澤朋香

佐
藤
病
院　
第
６
病
棟

奥
山　
亮

今
よ
り
ち
ょ
っ
と
だ
け
元
気
に
な
れ
ま
す
よ
う
に

気
滞
チ
ェ
ッ
ク

●
イ
ラ
イ
ラ
す
る

●
情
緒
不
安
定

●
寝
つ
き
が
悪
い

●
胸
、
お
腹
、
脇
な
ど
に
圧
迫
感
が
あ
る

●
排
尿
や
排
便
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
く
、出
す

　
ぎ
た
り
出
に
く
か
っ
た
り
一
定
し
な
い

●
胃
腸
の
具
合
が
一
定
し
な
い

●
女
性
で
は
、
月
経
周
期
が
バ
ラ
つ
く

●
生
理
前
に
胸
が
張
っ
て
痛
む

●
生
理
前
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
涙
も
ろ
く

　
な
る
な
ど
情
緒
不
安
定
に
な
る

あ
て
は
ま
る
項
目
が

　
多
け
れ
ば
気
滞
タ
イ
プ

あ
て
は
ま
る
項
目
が

　
多
け
れ
ば
気
滞
タ
イ
プ

滞
っ
た〝
気
〞を

め
ぐ
ら
せ
る
、日
常
の
工
夫

●
香
り
の
あ
る
も
の
を
食
べ
る
、
飲
む

　
　
柑
橘
類
、
バ
ジ
ル
、
セ
ー
ジ
、
セ
リ
、

　
　
シ
ソ
な
ど
を
食
べ
る
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン

　
　
テ
ィ
ー
を
の
む
な
ど

●
香
り
の
い
い
お
湯
で
半
身
浴 

　
　
ハ
ー
ブ
を
浮
か
べ
る
、
ア
ロ
マ
オ
イ

　
　
ル
を
た
ら
す
、
香
り
の
あ
る
入
浴
剤

　
　
を
入
れ
る
な
ど
、
香
り
の
い
い
お
湯

　
　
に
ゆ
っ
た
り
と

●
好
き
な
香
り
を
部
屋
に
置
く

　
　
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
お
香
の
ほ
か
、
昔

　
　
な
が
ら
の
お
線
香

　
　
ち
な
み
に
私
は
お
線
香
の
香
り
に
と

　
　
て
も
癒
さ
れ
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
人
は
普
段
か
ら

心
が
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
人
は
普
段
か
ら

心
が
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う

さ
い
こ
柴
胡
、

こ
う
ぶ
し

香
附
子
、

は
っ
か
薄
荷
、

し
そ
よ
う

紫
蘇
葉
、

は
ん
げ
半
夏
、

ち
ん
ぴ
陳
皮
、

こ
う
ぼ
く

厚
朴
、

け
い
ひ
桂
皮
、

き
じ
つ
枳
実

大
切
な
の
は
自
分
が
心
地
よ
い
と

感
じ
る
香
り
を
用
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
皆
様
、
よ
い
一
年
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

娘さんのイラスト
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気
〞の
滞
り
を
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ら
す

　
よ
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気
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
こ
そ
は

幾
多
の
ス
ト
レ
ス
の
種
、
そ
し
て
迫
り

来
る
更
年
期
の
嵐
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と

な
く
心
穏
や
か
に
一
年
を
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
私
で
す
。

　

と
は
い
う
も
の
の
山
形
の
四
季
は
大

変
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
作
物

の
実
り
に
も
大
き
な
恩
恵
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
生
身
の
人
間
と
し
て
は
非

常
に
堪
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
自
然
の

変
化
は
容
赦
な
く
、
雑
多
な
日
々
は
終

わ
り
な
く
・
・
、
そ
ん
な
毎
日
を
送
っ

て
い
る
と
、
と
き
に

き
た
い

気
滞
が
や
っ
て
き

ま
す
。

気
滞
と
は
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
い

状
態
を
表
す
漢
方
独
特
の
概
念
で
す
。

　
「
気
」
は
「
元
気
」「
気
が
晴
れ
る
」

な
ど
の
言
葉
に
通
じ
ま
す
が
、
体
や
精

神
を
健
康
に
保
つ
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
指
し
ま
す
。

　
「
気
」
が
足
り
な
い
の
が
「
気
虚
」、

「
気
」
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
も

の
が
「
気
滞
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
停
滞

で
す
。

　

こ
れ
ら
気
滞
症
状
を
改
善
す
る
の
が

り　

き
理
気
で
あ
り
、
う
ま
く
巡
ら
な
く
な
っ

た
気
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
し

ま
す

　

理
気
を
行
う
薬
を
理
気
薬
と
言
い
、

代
表
的
な
生
薬
は

な
ど
で
、
臨
床
で
は
こ
れ
ら
を
含
む
漢

方
製
剤
が
処
方
さ
れ
ま
す
。

　

理
気
薬
の
特
徴
と
し
て
は
比
較
的
、

香
り
が
強
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

紫
蘇
葉
は
食
用
で
も
使
わ
れ
る
シ
ソ

の
葉
っ
ぱ
で
す
し
、
陳
皮
は
ミ
カ
ン
の

皮
、
桂
皮
は
シ
ナ
モ
ン
、
枳
実
は
ミ
カ

ン
科
植
物
の
若
い
果
実
、
さ
ら
に
薄
荷

は
フ
リ
ス
ク
や
メ
ン
ト
ス
な
ど
に
含
ま

れ
る
ミ
ン
ト
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
不
調
を

防
ぐ
に
は
、
ま
ず
、〝
気
〞
を

め
ぐ
ら
せ
て
滞
り
を
解
消
す

る
こ
と
。

薬
の
豆
知
識

理
気
薬
の
特
徴

き
た
い

気
滞
っ
て
何
？

認 定 看 護 師
日本精神科看護協会シリーズ

く
だ
さ
い
。
月
曜
日
の
朝
は
、
前
日
ま

で
の
遊
び
の
疲
れ
か
ら
「
学
校
（
仕

事
）
に
行
き
た
く
な
い
〜
」
と
か
「
も

う
少
し
休
み
が
欲
し
い
な
〜
」
と
思
う

人
が
大
半
を
占
め
る
と
思
い
ま
す
。
逆

に
休
日
の
前
日
は
「
こ
れ
が
終
わ
れ
ば

楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る
ぞ
」
と
か

「
や
っ
と
ゆ
っ
く
り
で
き
る
」
な
ど
と

元
気
に
な
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
個
人
の
快
い
に
繋
が
る
も

の
が
そ
の
先
に
あ
る
か
否
か
と
い
う
部

分
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
程
度
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
①
動

機
を
与
え
る
こ
と
。
動
機
付
け
。
②
意

欲
・
や
る
気
、
ま
た
は
動
因
・
刺
激
と

も
言
わ
れ
、
人
間
の
行
動
が
い
か
に
し

て
始
動
し
、
方
向
づ
け
ら
れ
、
維
持
さ

れ
停
止
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
こ
れ

ら
が
進
行
す
る
過
程
で
ど
の
よ
う
な
反

応
が
内
部
に
生
起
す
る
の
か
を
説
明
す

る
の
に
考
え
ら
れ
た
概
念
に
な
り
ま

す
。

　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
職
場
に
お
い

て
は
非
常
に
重
要
な
問
題
点
と
な
り
、

離
職
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
部
分
で

あ
る
一
方
、
う
ま
く
保
つ
事
が
で
き
る

と
、
社
会
的
生
産
性
、
云
わ
ば
仕
事
の

効
率
や
能
力
が
あ
が
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
職
場
の
人
間
関
係

や
風
土
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
上
司
や

部
下
、
あ
る
い
は
同
僚
の
関
係
性
が
良

好
で
あ
れ
ば
、
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
高
ま
る
方
向
へ
繋
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

で
は
、
個
々
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
け
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
？

　

気
分
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
意
欲
が
湧

い
て
こ
な
か
っ
た
り
し
た
時
の
自
分
を

客
観
的
に
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

表
情
は
暗
く
、
姿
勢
も
猫
背
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
ん

な
時
に
、大
き

な
声
を
出
し
て
み
た

り
歌
を
歌
っ
た
り
、

あ
る
い
は
鏡
の
前

で
、
笑
顔
を
作
っ

て
み
る
と
、
今

日
も
頑
張
ろ
う

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
っ
て
来
る

は
ず
で
す
。モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
長
時
間
持
続
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
困
難
で
も
、
頭
の
中
を
ス
ッ
キ

リ
さ
せ
た
り
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

冬
に
な
る
と
特
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
互
い

に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
合
っ
て
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

普
段
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
、
や
る

気
が
起
き
な
い
、
意
欲
が
わ
か
な
い
、

面
倒
く
さ
く
て
何
も

し
た
く
な
い
な
ん
て

い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
日
々
の
生
活
や

仕
事
が
当
た
り
前
す

ぎ
る
た
め
、
そ
の
結
果
活
路
が
見
い
だ

せ
ず
起
こ
る
現
象
に
な
り
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
目
標
を
立
て

て
実
行
に
移
す
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
た
と
え
１
日
の
短
期
目
標
を
作
っ

て
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
と
い
え

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
１
週
間
を
想
像
し
て
み
て

佐藤病院　薬剤科　横澤朋香

佐
藤
病
院　
第
６
病
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奥
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亮

今
よ
り
ち
ょ
っ
と
だ
け
元
気
に
な
れ
ま
す
よ
う
に

気
滞
チ
ェ
ッ
ク

●
イ
ラ
イ
ラ
す
る

●
情
緒
不
安
定

●
寝
つ
き
が
悪
い

●
胸
、
お
腹
、
脇
な
ど
に
圧
迫
感
が
あ
る

●
排
尿
や
排
便
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
く
、出
す

　
ぎ
た
り
出
に
く
か
っ
た
り
一
定
し
な
い

●
胃
腸
の
具
合
が
一
定
し
な
い

●
女
性
で
は
、
月
経
周
期
が
バ
ラ
つ
く

●
生
理
前
に
胸
が
張
っ
て
痛
む

●
生
理
前
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
涙
も
ろ
く

　
な
る
な
ど
情
緒
不
安
定
に
な
る

あ
て
は
ま
る
項
目
が

　
多
け
れ
ば
気
滞
タ
イ
プ

あ
て
は
ま
る
項
目
が

　
多
け
れ
ば
気
滞
タ
イ
プ

滞
っ
た〝
気
〞を

め
ぐ
ら
せ
る
、日
常
の
工
夫

●
香
り
の
あ
る
も
の
を
食
べ
る
、
飲
む

　
　
柑
橘
類
、
バ
ジ
ル
、
セ
ー
ジ
、
セ
リ
、

　
　
シ
ソ
な
ど
を
食
べ
る
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン

　
　
テ
ィ
ー
を
の
む
な
ど

●
香
り
の
い
い
お
湯
で
半
身
浴 

　
　
ハ
ー
ブ
を
浮
か
べ
る
、
ア
ロ
マ
オ
イ

　
　
ル
を
た
ら
す
、
香
り
の
あ
る
入
浴
剤

　
　
を
入
れ
る
な
ど
、
香
り
の
い
い
お
湯

　
　
に
ゆ
っ
た
り
と

●
好
き
な
香
り
を
部
屋
に
置
く

　
　
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
お
香
の
ほ
か
、
昔

　
　
な
が
ら
の
お
線
香

　
　
ち
な
み
に
私
は
お
線
香
の
香
り
に
と

　
　
て
も
癒
さ
れ
ま
す
。

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
人
は
普
段
か
ら

心
が
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
人
は
普
段
か
ら

心
が
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う

さ
い
こ
柴
胡
、

こ
う
ぶ
し

香
附
子
、

は
っ
か
薄
荷
、

し
そ
よ
う

紫
蘇
葉
、

は
ん
げ
半
夏
、

ち
ん
ぴ
陳
皮
、

こ
う
ぼ
く

厚
朴
、

け
い
ひ
桂
皮
、

き
じ
つ
枳
実

大
切
な
の
は
自
分
が
心
地
よ
い
と

感
じ
る
香
り
を
用
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
は
皆
様
、
よ
い
一
年
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

娘さんのイラスト



特  集

　

１
病
棟
は
開
院
以
来
順
調
に
推
移
し
、

こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
見
込
み
と
な

り
、
当
初
の
計
画
よ
り
２
か
月
前
倒
し

の
、
平
成
29
年
９
月
よ
り
統
計
期
間

（
１
年
間
）
を
開
始
、
平
成
30
年
４
月

よ
り
ス
ー
パ
ー
救
急
の
前
段
階
の
精
神

科
急
性
期
治
療
病
棟
と
な
り
、
平
成
30

年
９
月
よ
り
救
急
病
棟
１
の
試
行
期
間

（
４
か
月
）
が
開
始
さ
れ
、
平
成
31
年

１
月
よ
り
精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟

１
が
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
は
山
形

県
内
で
５
病
院
目
と
な
り
、
幣
法
人
内

３
病
院
に
全
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
日
本
の
精
神
科
医
療
の
課
題

で
あ
る
「
入
院
か
ら
地
域
へ
の
移
行
」
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が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
、
精
神
科
ス

ー
パ
ー
救
急
病
棟
は
国
の
方
針
で
長
期

入
院
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
関
す

る
報
告
書
の
中
で
、
新
規
入
院
患
者
が

１
年
以
内
に
退
院
で
き
る
よ
う
な
医
療

体
制
や
、
退
院
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の

整
備
を
進
め
る
方
向
性
に
合
う
も
の
で

す
。
内
科
や
外
科
な
ど
の
一
般
科
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
精
神
科
も
急
性
期

か
療
養
型
か
の
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
の
特
徴
は
置
賜

地
区
最
大
の
市
で
あ
る
米
沢
市
の
医
療

機
関
と
の
連
携
が
あ
り
ま
す
。
米
沢
市

立
病
院
と
は
身
体
合
併
症
の
患
者
さ
ま

の
身
体
面
は
市
立
病
院
で
、
精
神
面
で

の
診
療
は
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
で
と
協

力
体
制
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
週
１
回

の
お
互
い
の
医
師
同
士
の
派
遣
や
、
リ

エ
ゾ
ン
と
し
て
の
看
護
師
・
相
談
員
の

交
流
、
事
務
方
を
含
め
た
連
携
会
議
の

定
期
的
な
開
催
な
ど
関
係
は
よ
り
強
固

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
米
沢
市
内
の

他
医
療
機
関
や
関
係
機
関
と
の
連
携
も

徐
々
に
図
ら
れ
、
米
沢
市
に
根
付
い
た

病
院
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
病
棟
に
勤
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
数

は
平
成
30
年
12
月
現
在
、
看
護
師
24
名
、

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
２
名
の
計
26
名
で
す
。

病
棟
は
広
い
病
室
面
積
を
有
し
、
こ
れ

か
ら
の
医
療
情
勢
を
見
据
え
、
あ
ら
ゆ

る
基
準
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
48
床
中
個
室
が
24
床

で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
治
療

環
境
の
整
っ
た
病
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
が
入
院
さ
れ
て
か
ら
は
、

主
治
医
の
治
療
方
針
を
確
認
し
、
病
院

内
ス
タ
ッ
フ
（
主
治
医
、
看
護
師
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
作
業
療
法
士
、
介
護

福
祉
士
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
等
）
で
頻
回

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る
こ
と
で

情
報
の
共
有
を
図
り
、
各
人
に
合
っ
た

質
の
高
い
治
療
環
境
の
提
供
を
目
指
し
、

各
職
種
が
専
門
性
を
持
っ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
担
当
看
護
師

が
中
心
と
な
っ
て
入
院
生
活
全
般
や
今

後
の
生
活
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、
精

神
保
健
福
祉
士
は
退
院
後
の
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
業
務
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
作
業
療
法
士
は
趣
味
や

年
齢
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
気
分
転
換

や
対
人
関
係
の
援
助
を
行
い
、
多
職
種

で
患
者
さ
ま
が
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

取
り
戻
し
、
安
心
し
て
過
ご
し
て
頂
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
と
並
行
し
、
病
院
外
の
多
職

種
の
関
係
者
と
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
、
地
域
内
へ
移
行
す
る
際
の
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
ど
ん
な
支
援
が
必

要
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
３
ヶ

月
以
内
で
の
退
院
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
１
病
棟
は
開
院

後
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
精
神
科
救

急
に
対
応
し
た
体
制
作
り
に
努
め
、
地

域
に
密
着
し
た
病
院
に
な
っ
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

順
調
に
基
準
を
ク
リ
ア

計
画
よ
り
も
早
い
オ
ー
プ
ン

地
域
移
行
に
向
け

多
職
種
で
支
援

女
性
職
員
の
活
躍
に
つ
い
て

ほ
ぼ
半
分

（
課
長
級
相

当
以
上
）を

占
め
る
結
果

と
な
り
ま
し

た
。
活
躍
で

き
る
場
が
あ

り
、
現
に
活

躍
し
て
い
る

女
性
職
員
が

多
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

一
方
、
新
卒
者
の
離
職
率
（
表
❸
）

は
今
上
半
期
ま
で
の
約
５
年
間
で
６
％

（
入
職
３
年
以
内
、
83
名
中
５
名
（
女

性
５
名
、
男
性
０
名
））
と
低
く
、
ほ
と

ん
ど
が
結
婚
退
職
等
や
む
を
得
な
い
理

由
で
す
。
法
人
が
推
進
し
て
い
る
正
職

員
登
用
制
度
も
有
期
契
約
か
ら
正
職
員

に
な
っ
た
職
員
数
が
こ
の
６
年
間
で
31

名
に
上
り
う
ち
女
性
が
７
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
夏
祭
り
開
催
の
ご

協
力
を
始
め
長
年
地
域
の
皆
様
に
ご
支

援
を
頂
き
な
が
ら
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ

と
が
大
き
な
支
え
と
な
り
、
法
人
と
し

て
も
少
し
ず
つ
大
事
な
も
の
を
積
上
げ

て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

正
職
員
の
平

均
年
齢
が
37
歳

と
若
く
活
力
が

あ
り
、
職
場
結

婚
も
多
く
職
員

同
士
の
理
解
が

深
め
ら
れ
る
環

境
に
あ
る
と
言

え
る
中
、
具
体

例
と
し
て
３
病

院
そ
れ
ぞ
れ
に

院
内
保
育
所

（
南
陽
市
、
山
形
市
、
米
沢
市
）
を
設
営

し
産
休
・
育
休
者
等
に
も
厚
く
体
制
整

備
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
も
結
果
に

反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
残
業

時
間
等
も
少
な
い
ほ
う
と
の
こ
と
で
、

今
後
も
比
較
優
位
項
目
を
増
や
し
な
が

ら
、
女
性
職
員
は
じ
め
全
職
員
が
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
な
る
よ
う
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
女

性
活
躍
推
進
法
」
の
分
析
結
果
に
よ
る

と
、
当
法
人
は
毎
年
度
「
女
性
の
活
躍

が
比
較
的
進
ん
で
い
る
企
業
」
に
位
置

付
け
ら
れ
、
女
性
職
員
の
活
躍
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
途
を
含
む
採
用
者
の
う
ち
女
性
割

合
は
毎
年
度
６
〜
７
割
を
占
め
（
グ
ラ

フ
❶
）、
平
均
勤
続
年
数
も
男
女
差
が
無

く
（
表
❷
）、
管
理
者
に
占
め
る
割
合
も

女
性
職
員
活
躍
中

（
分
析
結
果
）

今
後
も
よ
り
良
い

職
場
環
境
づ
く
り
へ

女性活躍推進法に基づく当法人の分析結果

女性活躍推進法に基づく当法人の分析結果

年　度

女　性
（新卒）

男　性
合　計
率

（22）
0（14）
０（8）
0（22）
0

29年度
（20）
1（13）
０（7）
0（20）
5.0

30年度
（12）
２（６）
０（６）
２（12）
16.7

26年度
（13）
1（９）
０（４）
1（13）
7.7

27年度
（16）
１（13）
０（３）
１（16）
6.3

28年度
（83）
5（55）
０（28）
5（83）
6.3

５年計
新卒者離職率（人、％）
30年度は上半期まで
＊理由：再入学、結婚、
　帰省（親の世話）、進
　路変更

❶採用した労働者に占める女性労働者の割合（中途採用含む）

31年１月１日現在　職員数927名

分析の結果、引き続き当法人は「女性の活躍が比較的進ん
でいる企業」となりましたので、その一部をご紹介いたし
ます。

29年度

59.0％

女性男性

30年度

70.7％

女性男性

28年度

70.8％

女性男性

❷男女の平均勤続年数の差異

正職員
女性の平均勤続年数 ア
男性の平均勤続年数 イ
男女の差異 ア／イ
判定（70％以上）

2８年度
嘱　託 パート 正職員

29年度
嘱　託 パート

10.4
10.7
97.2
○

14.2
11.9
119.3
（○）

11.5
8.9
129.2
（○）

10.7
11.2
95.5
○

17.5
19.4
90.2
（○）

10.6
9.3
114.0
（○）

（有期契約者：対象5年以上〔対象者 増加〕）（年、％）

❸参考資料



　

１
病
棟
は
当
初
か
ら
精
神
科
ス
ー

パ
ー
救
急
病
棟
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

「
精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
」
と
は

精
神
科
病
院
の
中
で
医
師
・
看
護
師
な

ど
が
最
も
手
厚
く
配
置
さ
れ
て
お
り
、 

病
棟
の
半
数
は
快
適
な
個
室
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
質
の
高
い

集
中
的
な
医
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
、

患
者
さ
ま
に
よ
り
早
く
元
の
生
活
に

戻
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
早
期
の
退
院
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
科
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
の
入
院

料
は
精
神
科
の
入
院
料
の
中
で
最
上
位

の
施
設
基
準
で
あ
る
た
め
、
人
員
配

置
・
設
備
・
医
療
水
準
と
も
に
以
下
の

よ
う
な
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
を

め
ざ
し
て

・
当
該
病
院
が
精
神
科
救
急
医
療
シ

　

ス
テ
ム
に
参
加
し
て
い
る
こ
と

・
精
神
保
健
指
定
医
が
常
勤
で
５
名

　

以
上
で
あ
る
こ
と

・
当
該
病
棟
に
精
神
保
健
福
祉
士
が

　

常
勤
で
２
名
以
上
で
あ
る
こ
と

・
病
床
の
半
分
以
上
が
個
室
（
保
護

　

室
含
む
）
で
あ
る
こ
と

・
精
神
疾
患
に
係
る
時
間
外
・
休
日

　

又
は
深
夜
に
お
け
る
診
療
件
数
が

　

40
件
（
置
賜
圏
域
）
以
上
で
あ
る

　

こ
と

・
当
該
病
棟
の
年
間
の
新
規
患
者
の

　

う
ち
６
割
以
上
が
措
置
・
緊
急
措

　

置
・
医
療
保
護
・
応
急
・
鑑
定
・
医
療

　

観
察
法
に
係
る
入
院
で
あ
る
こ
と

・
地
域
（
置
賜
圏
域
）
に
お
け
る
１

　

年
間
の
措
置
・
緊
急
措
置
・
応
急

　

入
院
に
か
か
る
新
規
患
者
を
４
分

　

の
１
以
上
当
該
病
棟
で
受
け
入
れ

　

て
い
る
こ
と

・
医
療
保
護
及
び
任
意
入
院
の
新
規

　

患
者
の
う
ち
６
割
以
上
が
入
院
日

　

か
ら
起
算
し
て
３
ケ
月
以
内
に
退

　

院
し
、
在
宅
へ
移
行
す
る
こ
と

「
精
神
科
救
急
入
院
料
１（
ス
ー
パ
ー
救
急
）病
棟
」ス
タ
ー
ト

〜
質
の
高
い
治
療
・
看
護
技
術
を
も
っ
て　
短
期
入
院
治
療
を
目
指
し
ま
す
〜

　

平
成
28
年
度
に
米
沢
市
立
病
院
の

精
神
科
閉
鎖
に
伴
い
、
米
沢
市
の
精

神
科
医
療
確
保
の
観
点
か
ら
、
米
沢

市
立
病
院
と
社
会
医
療
法
人
公
徳
会

が
精
神
病
床
の
再
編
統
合
と
い
う
形

で
、
幣
法
人
で
３
つ
目
の
病
院
と
し

て
米
沢
市
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
内
に
新

規
病
院
「
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
」
を

開
設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
米

沢
こ
こ
ろ
の
病
院
は
総
合
病
院
と
精

神
科
単
科
の
病
院
を
機
能
分
化
し
、

地
域
の
精
神
科
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
た
め
に
、
平
成
29
年
６
月
に

外
来
診
療
・
２
病
棟
（
60
床
）
を

オ
ー
プ
ン
し
、
翌
７
月
に
１
病
棟
（
48

床
）
を
稼
働
し
、
全
１
０
８
床
で
フ

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

正面右が外来棟入り口、左が病棟

米沢こころの病院
精神科救急入院料１（スーパー救急）病棟スタート

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院

　

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
精
神
科
デ
イ
ケ

ア
は
平
成
30
年
１
月
９
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
10
名
程

の
登
録
者
で
し
た
が
、
現
在
は
40
名
に

な
っ
て
い
ま
す
。
定
員
は
50
名
で
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
（
９
時
30
時
〜
15
時
30

分
）
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
医
師
・
看
護
師
・
精
神
保
健

福
祉
士
・
作
業
療
法
士
・
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
前
に
広
報
誌
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
掲
載
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
一

か
ら
の
立
ち
上
げ
で
毎
日
手
探
り
状
態

で
し
た
が
、
活
動
の
中
で
徐
々
に
課
題

が
見
つ
か
り
、「
か
け
は
し
こ
こ
ろ
デ
イ

ケ
ア
」
の
特
色
を
出
そ
う
と
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
年
齢
層
が
幅
広

く
、
現
在
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
方
が

利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
活
動
は

利
用
者
さ
ま
全

員
で
取
り
組
む

集
団
で
の
活
動

と
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
の
大
き

く
二
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

集
団
で
の
活
動

で
は
様
々
な
年

代
の
方
で
も
楽

し
め
、
活
動
の

中
で
人
付
き
合

い
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
は
目
標
や
年
齢
に
合
わ
せ
て
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
さ
ま
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
目
標
や
課
題
を
達
成
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
そ
の
都
度
ス
タ
ッ
フ
間
で
検

討
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
労
に
向

け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
グ
ル
ー
プ
活
動
の

中
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
個
人
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
ス
ト
レ
ス
等
に
よ

る
不
調
の
た
め
社
会
復
帰
に
不
安
が
あ

る
方
へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
月
１

回
程
度
季
節
感
や
楽
し
み
を
味
わ
え
る

よ
う
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
企
画
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
11
月
か
ら
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
手
芸
の
時
間
を
設
け
て
い

ま
す
。
自
分
の
趣
味
の
時
間
で
も
あ
り

編
み
物
や
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

を
す
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最

近
１
０
０
円
均
一
店
や
手
芸
店
で
も

コ
ー
ナ
ー
が
作
ら
れ
て
い
る
レ
ジ
ン
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
年
齢
問
わ
ず
参
加
で
き
、
思
い
思

い
の
デ
ザ
イ
ン
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
等
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
商
品
化
で
き
る
の
で
は
⁈
と
い
う

完
成
度
の
高
い
商
品
や
発
想
が
豊
か
な

作
品
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
う
が
驚

く
こ
と
が
多
く
、
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
か
け
は
し
こ
こ
ろ
デ
イ
ケ
ア
」
は

病
院
に
隣
接
し
て
い
る
デ
イ
ケ
ア
を
強

み
に
し
、
病
状
の
悪
化
を
早
期
発
見
し

早
期
治
療
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
今
後

も
利
用
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
人

ら
し
く
、
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う

な
「
か
け
は
し
こ
こ
ろ
デ
イ
ケ
ア
」
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

１
年
を
経
過
し
て

早
期
発
見
、
早
期
治
療

部
署
紹
介
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
（
か
け
は
し
こ
こ
ろ
）

レジンアクセサリー

一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく
一人ひとりが
　　その人らしく



明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
も
元
気
で

　
頑
張
り
ま
す

写
真
は
「
亥
年
」、
年
男
・
年
女
に
該
当
す
る
職
員
で
す

若宮病院　かけはしデイケア
若者プログラム　WAKKA   夢、希望を叶えるデイケアへ

T o p i c s

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　
か
け
は
し
デ
イ
ケ
ア

祝 

４
連
覇
！　
第
17
回
山
形
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会『
優
勝
』

　

９
月
29
日
㈯
に
天
童
市
に
て
第
17
回

山
形
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
初
の
３
連
覇
を
果
た
し
、
４
連
覇

を
か
け
た
今
大
会
。
９
月
に
新
加
入
し

た
選
手
も
い
る
中
で
練
習
不
足
や
意
思

疎
通
の
部
分
で
不
安
を
抱
え
た
中
で
の

参
加
で
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
１
回
戦
を
勝
ち
上
が

っ
て
き
た
強
豪
チ
ー
ム
で
し
た
が
得
意

と
す
る
シ
ョ
ッ
ト
で
先
制
し
勢
い
そ
の

ま
ま
に
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
０
で

決
勝
戦
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
サ
ー
ブ
で
の
連
続
得
点
で

優
位
な
展
開
と
な
り
１
セ
ッ
ト
目
を
先

取
。
続
く
２
セ
ッ
ト
目
で
は
疲
労
か
ら

ミ
ス
が
目
立
ち
終
盤
ま
で
競
っ
た
試
合

展
開
と
な
り
ま
し
た
が
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
戦
い
ぬ
く
こ
と
が
出
来
、
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
０
で
勝
利
し
４
連
覇

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

が
光
り
コ
ー
ト
内
の
選
手
は
も
ち
ろ
ん

控
え
選
手
も
ベ
ン
チ
か
ら
大
き
な
声
援

を
送
り
互
い
に
励
ま
し
合
う
様
子
が
印

象
的
で
し
た
。

　

次
年
度
、
春
頃
に
福
島
県
に
て
開
催

さ
れ
る
東
北
大

会
で
は
１
回
戦

勝
利
を
目
指
し

て
日
々
の
練
習

に
励
ん
で
行
き

ま
す
。
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　平成30年９月より若者デイケアWAKKAが始動致しました。プログラムは、SST、SCIT（対人関係の練
習）、運動療法（フットサル、縄跳び等）。通常のプログラム以外にも散策後のランチや山登り、TPOに合
わせたお化粧講座（ビューティー女子）などを計画しています。
　人と関わり、楽しいと感じることで目標への意欲が高まり、次のステップへ進めると考えています。利
用者様からは「俺も自信持っていいんだ」「皆の言葉に勇気付けられた」との声が聞かれます。自主性を育
み、共に歩み、共に支え合い、共に挑戦し、そして辛くなった時に戻ってこれるデイケアを目指し活動し
ております。
　同じ年代だからこそ、共感できる悩みや共通の体験を通して、今後の自分を見つめてみませんか？
※通所開始時点で20歳～49歳までを対象としたデイケアになります。WAKKA
　利用期間は原則３年。（若者デイケアは火、木、金の開催となります）

練習風景（佐藤病院体育館）



平成31年

新
年
顔
合
わ
せ
会

１
月
４
日
㈮
、
こ
の
日
恒
例
の
新
年
顔
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
、
佐
藤
理
事
長
よ
り
職
員
に
向
け
て
年
頭
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
を
迎
え
ら
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
永
田
先
生
、
今
年
か
ら

石
井
先
生
が
入
職
な
さ
い
ま
す
。
若
宮

病
院
に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
法

人
に
と
っ
て
大
き
な
戦
力
に
な
る
事
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
法
人
は
創
立
以
来
40
周
年
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
度
は
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院

を
設
立
し
、
以
後
順
調
に
推
移
し
今
年

か
ら
１
病
棟
が
ス
ー
パ
ー
救
急
病
棟
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
毎
年
、
皆
さ
ん
の
努
力

に
よ
り
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
一
本
調
子
に
拡
大
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
世
界
が
、
医

療
が
、
福
祉
が
ど
ん
な
方
向
に
向
か
う

の
か
、
組
織
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
る
時
期
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
速
度
を
止
め
る
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
状
況
に
変

化
に
即
し
た
対
応
を
す
る
と
い
う
事
で

す
。
少
子
高
齢
化
で
人
口
が
地
方
ほ
ど

減
少
し
て
い
ま
す
。
当
然
な
が
ら
患
者

さ
ん
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
老

人
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
現
状
に
満
足

し
て
と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
置
い
て
行
か

れ
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
次
の
手
を

常
に
意
識
し
て
運
営
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
事
業
を
見
直
す
と
い
う

意
味
だ
け
で
な
く
組
織
運
営
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
と
も
す
る

と
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
疑
問
を
感
じ
な
い
、

変
え
よ
う
と
す
る
努
力
も
し
な
い
。
そ

れ
が
衰
退
す
る
要
因
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
創
造
的
な
新
し
い
こ
と
を
提

案
す
る
風
土
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
が
な
い
と
組
織
に
貢
献

し
よ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
も
同
じ
事
を
云
い

ま
し
た
が
、
実
現
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
こ
そ
は
本
気
で
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
早
い
時
期
に
佐
藤
病
院
で
は

病
院
機
能
評
価
の
受
審
が
あ
り
ま
す
。

病
院
を
も
う
一
度
見
直
す
事
、
職
員
が

一
体
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
で
帰
属
意

識
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
法
人
に
対
し
て
の
外
部
監
査
が

あ
り
ま
す
。
様
々
な
角
度
か
ら
組
織
を

再
点
検
し
て
社
会
医
療
法
人
の
原
点
を

再
認
識
す
る
機
会
に
し
ま
す
。

　

当
法
人
は
大
変
若
い
人
の
多
い
職
場

で
す
。
若
い
人
を
育
て
、
成
長
さ
せ
る

事
が
組
織
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
れ
か
ら
様
々
な
分
野
で
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
是
非

法
人
の
活
力
を
高
め
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
代
表
と
し
て
、今
年
年
男
の
若
宮

病
院
作
業
療
法
室
の
田
中
忍
さ
ん
が

「『
選
ば
れ
る
病
院
、施
設
』に
な
る
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
い
、フ
ォ

ロ
ー
し
て
目
的
に
向
か
っ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

【一言】
自分の医師としての理想が詰まった、
この若宮病院に入職させて頂いたから
には、持てる限りの力と研修医のフッ
トワークで、笑顔を絶やさず勤めて参
ります。どうぞ皆様のご指導を賜りま
すよう、お願い申しあげます。

①所属▶若宮病院
②診療科目▶精神科
③出身地▶東京都
④趣味特技▼
　家族サービス、
　ヤングアメリカンズ、
　空手など

　

平
成
30
年
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に

南
陽
市
宮
内
地
区
に
て
行
わ
れ
た
「
第

39
回
菊
と
市
民
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に
、

地
域
活
動
委
員
会
を
中
心
に
職
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
利
用
者
さ
ま
の
参
加
等

多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
、
約
70
名
で
出

場
し
ま
し
た
。
当
日
は
近
年
に
な
い
小

春
日
和
と
な
り
多
く
の
市
民
が
見
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
出
場
テ
ー
マ
は

「
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ…
仲
間
た
ち
と
共

に
姫
を
救
い
出
せ
」
で
、
参
加
者
が
マ

リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装
し
て

D
A
 PA
M
P

の
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
」
を
踊
り
な

が
ら
行
進
し
ま
し
た
。
４
カ
所
で
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
沿
道
の
お
子
様
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
姫
を
助
け
出
す

為
に
、
ク
ッ
パ
や
キ
ラ
ー
等
の
的
め
が

け
て
、
ボ
ー
ル
を
蹴
る
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
行
い
、
皆
様
と
大
変
盛
り
上
が

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
審
査
の
結
果

と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
「
敢
闘
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　

平
成
30
年
度

の
国
民
体
育
大

会
は
、
福
井
県

に
お
い
て
９
月

29
日
〜
10
月
９

日
に
「
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国

体
」
と
し
て
開

催
さ
れ
、
ド
ミ

ー
ル
南
陽
職
員

の
山
本
京
子
選

手
が
弓
道
成
年
女
子
（
近
的･

遠
的
）

に
出
場
し
ま
し
た
。
遠
的
競
技
は
台
風

25
号
の
影
響
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
競
技
規
則
に
よ

り
、
予
選
通
過
８
チ
ー
ム
す
べ
て
が
１

位
と
な
り
、
予
選
５
位
だ
っ
た
山
形
県

チ
ー
ム
も
初
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
山

本
さ
ん
は
予
選
で
４
射
全
て
を
的
に
あ

て
27
点
を
獲
得
し
チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
高
校
時
代
に
弓
道
部
に

入
部
、
そ
の
後
息
子
さ
ん
が
弓
道
を
始

め
た
の
を
き
っ

か
け
に
再
開
し

現
在
に
至
り
、

今
年
は
３
年
ぶ

り
７
回
目
の
出

場
で
し
た
。
介

護
の
現
場
で
交

代
勤
務
を
こ
な

し
な
が
ら
、
週

２
回
の
練
習
に

励
み
今
回
の
優

勝
を
つ
か
み
ま
し
た
。「
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
勝
ち
進
ん
で
結
果
を
残
し
た

か
っ
た
」
と
い
う
本
音
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
次
へ
繋
が
る
活
躍
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
思
い
ま
す
。

　

11
月
１
日
㈭

公
徳
会
で
は
禁

煙
対
策
委
員
会

が
主
催
と
な
り

救
命
救
急
に
つ

い
て
職
員
研
修

会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
は

「
と
げ
ぬ
き
地

蔵
」
で
知
ら
れ

る
東
京
・
巣
鴨

の
曹
洞
宗
高
岩
寺
の
住
職
で
医
師
で
も

あ
り
ま
す
来
馬
昭
規
先
生
で
す
。
喫
煙

に
よ
る
動
脈
硬
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
い
た
後
、
先
生
と
日
医
大
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
４
名
に
よ
る
救
命
救

急
の
実
技
研
修

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た

職
員
は
真
剣
に

時
に
は
笑
顔
で

受
講
し
日
医
大

よ
り
研
修
修
了

証
を
頂
き
ま
し

た
。
日
頃
か
ら

の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
重
要
性
を

実
感
し
た
研
修

会
で
し
た
。

T o p i c s
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心
肺
蘇
生
研
修
会

山
本
選
手
の
活
躍

第
39
回
菊
と
市
民
の

カ
ー
ニ
バ
ル

新Dｒの紹介 永田　真一先生



外来受付時間・担当医師予定（1／1～）

日月 火 水 木 金
中尾友宣 中尾友宣

澤村一司

大土広将　渡部　亮

岩本康夫

武吉健児 沼田由紀夫

文　鐘玉 佐藤忠宏

土
当番医

須山　聡（第１・３週）
（児童思春期）

【米沢駅前クリニック】

午前9:00～11:30

午後3:00～4:30
専門外来 予約制
午前9:00～11:30

※各施設担当医師については変更になる場合もありますのでご確認ください。
※診療及び、各種お手続等に関するご相談・お問い合わせは以下の各病院、医療福祉相談室で受付けいたします。
　■佐藤病院▶TEL.0238-40-3170㈹　■若宮病院▶TEL.023-643-8222㈹　■米沢こころの病院▶TEL.0238-27-0506㈹

1247

診療情報（平成30年度）
【若宮病院】 10月 11月 12月
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数153床】
入院件数
（うち、措置・応急入院件数）
退院件数
平均在院日数

1日平均
（うち、時間外外来受診件数）月件数

1日平均
月件数
月件数
月件数

平均

（うち、救急病棟平均在院日数）

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数156床】
入院件数
（うち、措置・応急入院件数）
退院件数
平均在院日数
（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均
月件数
月件数
月件数

10月 11月 12月 平均

（うち、時間外外来受診件数）月件数
80.0
13
142.4
42
3
38
110.4
81.1

83.1
13
142.6
33
1
37
122.3
94.6

88.9
14
142.4
40
1
33
120.9
100.5

84.0
13.3
142.5
38.3
1.7
36.0
117.9
92.1

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数108床】
入院件数
（うち、措置・応急入院件数）
退院件数
平均在院日数
（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均
月件数
月件数
月件数

10月 11月 12月 平均

（うち、時間外外来受診件数）月件数
50.7
10
94.3
23
3
26
102.8
-

52.0
10
92.9
21
0
26
111.8
-

52.9
10
90.2
26
1
24
107.6
-

51.9
10.0
92.5
23.3
1.3
25.3
107.4
0.0

88.7
10
142.7
26
4
28
145.2
67.2

85.4
10
137.7
29
1
34
142.7
64.1

81.0
12
139.7
30
2
27
139.7
65.7

85.0
10.7
140.0
28.3
2.3
29.7
142.5
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記載内容につきまして、ご意見・ご質問・ご感想等ございましたら、
下記までご連絡ください。

・愛のある医療
・良識に基づいた医療
・公正、公平な医療

理　　念

基本方針
・良質な医療の提供につとめます
・患者さま、利用者さま中心の医療
　を行います
・地域に立脚した医療を行います
・安全で安心と満足の得られる医療
　を提供します
・保健、医療、福祉の幅広い視点に
　立って健康を考えます
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特集

シリーズ

新年特集
米沢こころの病院
精神科救急入院料１（スーパー救急）病棟

健康情報
日本精神科看護協会　認定看護師

日月 火 水 木 金
川合厚子（内科） 川合厚子（内科） 柏倉祐司（循環器） 川合厚子（内科）　柏倉祐司（循環器）

川合厚子（専門外来）

川合厚子（専門外来）
土

【トータルヘルスクリニック】

午前8:30～11:30
内科 予約制
午後2:30～4:00

日月 火 水 木 金
阿部詔子　奥山有里子 阿部詔子　阿部　淳 長谷川朝穂　日向正光 田中　武　岡村未央

石井玄樹 日向正光　奥山有里子

日向正光　石井玄樹
阿部　淳（第1・3・5週）
永田真一
阿部美緒（第2・4週）

奥山有里子　石井玄樹

成重竜一郎（児童思春期）成重竜一郎（児童思春期）田中　武（依存症）永田真一（児童思春期）

成重竜一郎（児童思春期）成重竜一郎（児童思春期） 岡村未央（児童思春期） 阿部詔子（もの忘れ）
岡村未央（児童思春期）

長谷川朝穂（うつ）

土
長谷川朝穂　日向正光

【若宮病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

表紙写真
「梅のつぼみ」／松田顕治

日月 火 水 木 金
御供正明　大土広将 御供正明　竹内幸宏

大土広将　山本裕史
安田篤史

御共正明　中尾友宣
計見一雄　山本裕史
安田篤史

山本裕史　中尾友宣

竹内幸宏

山本裕史　中尾友宣

安田篤史 竹内幸宏

土
【米沢こころの病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

御供正明（ストレス） 中尾友宣（もの忘れ）

成重竜一郎（児童思春期）山本裕史（依存症）

竹内幸宏（ストレス）

日月 火 水 木 金 土
佐藤忠宏　沼田由紀夫 文　鐘玉　澤村一司

計見一雄 佐藤忠宏　武吉健児 沼田由紀夫　文　鐘玉 澤村一司　渡部　亮

武吉健児 岩本康夫 薛　陸景 薛　陸景岩本康夫

武吉健児（ひきこもり）

沼田由紀夫（アルコール） 文　鐘玉（もの忘れ）

岩本康夫（依存症）

【佐藤病院】

午前8:30～11:30

午前
8:30～11:30
午後
2:00～4:00

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

齋藤卓弥（隔週）（児童思春期）
須山　聡（隔週）（児童思春期）
薛　陸景（食べ過ぎ・肥満）

澤村一司（ストレス）
渡部　亮（発達障害）
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